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競
泳
の
水
着
の

工
夫
改
良
で
新
記

録
が
続
出
し
て
い

る
。
一
流
選
手
は

装
備
の
僅
か
な
差
が
影
響
す

る
際
ど
い
戦
い
を
し
て
い
る

が
、
下
手
く
そ
は
何
を
着
用

し
て
も
関
係
な
い
。
装
備
よ

り
も
練
習
量
が
必
要
な
の
だ
。

　

一
日
に
５
分
し
か
歯
を
磨

か
な
く
て
も
、
虫
歯
も
歯
周

病
も
完
全
予
防
す
る
魔
法
の

歯
磨
き
か
歯
ブ
ラ
シ
を
求
め

る
都
合
勝
手
な
人
間
が
い
る

か
ら
、
イ
ン
チ
キ
商
売
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
や
陸
上
の
選
手

は
靴
に
こ
だ
わ
る
の
は
当
然

だ
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
靴

が
脱
げ
て
優
勝
を
逸
し
た
マ

ラ
ソ
ン
の
谷
口
選
手
も
靴
の

せ
い
に
は
し
て
い
な
い
。
プ

ロ
野
球
選
手
の
グ
ロ
ー
ブ
等

の
用
具
は
、
人
気
チ
ー
ム
で

は
メ
ー
カ
ー
が
供
与
し
不
人

気
チ
ー
ム
で
は
自
前
だ
。

　

入
れ
歯
は
用
具
の
一
種

で
、
使
用
者
の
意
欲
や
器
用

さ
を
含
む
能
力
が
成
功
要
件

で
あ
る
点
、
ス
ポ
ー
ツ
ギ
ア

に
似
て
い
る
。

　

老
人
保
健
10
割
給
付
だ
っ

た
頃
、
い
く
つ
も
総
義
歯
再

製
作
を
要
求
し
、
不
満
な
筈

の
入
れ
歯
を
装
着
し
た
ま
ま

私
に
怒
鳴
り
ま
く
る
患
者
が

い
た
。
最
近
で
は
他
科
で
も

怒
鳴
る
患
者
が
い
る
ら
し
い
。

咬合高径が正しければ水平的下顎位は自ずと決まってくる
と強調する岡崎氏（右）と、熱心に話を聞く参加者（左）＝６
月22日、Ｍ＆Ｄホール 　　　　　　　　　　　　　　　　

に
だ
ま
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。
し
か
し
、
橋
下
『
大
阪

維
新
』（
案
）
に
も
ろ
手
を

挙
げ
て
賛
成
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、「
府
民
施
策
を

削
っ
て
ほ
し
く
は
な
い
が
、

財
政
難
だ
か
ら
我
慢
し
な
け

れ
ば
」
と
考
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

府
民
を
煽
り
、「
多
少
の
我

慢
は
仕
方
が
な
い
」
と
い
う

雰
囲
気
を
広
げ
て
い
る
。
し

か
し
総
務
省
の
調
べ
で
は
、

大
阪
府
の
財
政
力
指
数
は
全

国
４
位
で
あ
り
、
大
阪
府
は

「
夕
張
市
」
に
は
な
ら
な

い
。

　

偽
り
の
財
政
危
機
論
で

「
す
べ
て
の
事
業
を
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
で
見
直
す
」
と
し
た

が
、
削
減
・
中
止
さ
れ
る
事

業
は
、
医
療
や
教
育
、
福
祉

な
ど
の
府
民
生
活
に
関
わ
り

の
深
い
も
の
ば
か
り
で
、
府

の
財
政
赤
字
の
主
因
で
あ
る

大
型
開
発
や
大
企
業
誘
致
の

補
助
金
は
温
存
し
て
い
る

乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
大
阪
府
独
自
の
４
医
療

費
助
成
を
、
現
行
の
一
医
療

機
関
あ
た
り
１
回
５
０
０
円

・
月
２
回
限
度
（
複
数
医
療

機
関
に
か
か
っ
て
い
る
場
合

は
２
５
０
０
円
限
度
）
を
、

来
年
度
か
ら
窓
口
１
割
負
担

・
所
得
制
限
を
強
化
す
る
。

害
者
施
策
は
配
慮
し
た
」
と

し
た
が
、
実
際
は
、
障
害
者

施
策
も
削
減
・
廃
止
の
方
向

を
示
し
て
い
る
。

　

「
子
ど
も
が
笑
う
」
街
づ

く
り
を
公
約
と
し
た
が
、
当

選
す
る
や
「
子
育
て
支
援

策
」
も
削
減
対
象
と
し
た
。

府
民
施
策
に
つ
い
て
は
、
本

（
表
）。
今
年
度
削
減
す
る

一
般
施
策
経
費
は
２
４
５
億

円
、
一
方
で
、
建
設
事
業
は

75
億
円
足
ら
ず
で
あ
る
。

　

削
減
・
廃
止
さ
れ
る
主
な

府
民
サ
ー
ビ
ス
は
、
医
療
分

野
で
は
、
老
人
・
高
齢
者
・

ま
た
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
や

が
ん
予
防
健
診
セ
ン
タ
ー
へ

の
補
助
金
の
削
減
や
、
歯
科

緊
急
診
療
体
制
確
保
事
業
の

廃
止
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

橋
下
知
事
は
、『
大
阪
維

新
』（
案
）の
発
表
会
見
で「
障

当
に
聖
域
は
な
い
。

　

府
民
の
大
き
な
反
対
世
論

で
、
Ｐ
Ｔ
案
で
示
さ
れ
た
４

医
療
費
助
成
削
減
の
今
年
11

月
実
施
を
、
ひ
と
ま
ず
来
年

度
以
降
に
押
し
返
す
な
ど
、

運
動
の
広
が
り
も
あ
る
が
、

多
く
の
府
民
は
、
橋
下
知
事

の
ま
や
か
し
の
財
政
危
機
論

真
実
知
ら
せ
改
革
ス
ト
ッ
プ
を

大
阪
は
夕
張
に
は
な
ら
な
い

　

「
大
阪
府
は
夕
張
市
に
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
真
実
を

知
ら
せ
れ
ば
、医
療･

福
祉･

教
育
・
文
化
の
削
減
に
大
反

対
の
声
が
上
が
り
、
世
論
の

広
が
り
で
、
来
年
度
以
降
の

医
療
費
助
成
な
ど
大
幅
な
府

民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
を
や

め
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　大阪府は、橋下徹知事が発表した
『維新』（案）について、パブリック
コメントの募集を開始しました。協会
は、医療・福祉・教育を削減する『維
新』（案）の撤回を求めています。府
民の命とくらしを守るために、パブリ
ックコメントの提出をお願いします
（７月14日締切り）※６月25日付の機
関紙に同封した、意見提出用紙をご活
用ください

『大阪維新』プログラム（案）
パブリックコメントのお願い

政
策
部 ②

橋
下「
改
革
」

橋
下「
改
革
」

　
　

 

虚
像
と
実
像

　

橋
下
知
事

は
、「
大
阪
府

は
破
産
会
社
」

「
明
日
に
も
夕

張
市
に
な
る
」

な
ど
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で

―

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高

齢
者
）を
踏
ま
え
て―

―

」を

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

講
師
は
、
大
阪
歯
科
大
学
高

齢
者
歯
科
学
准
教
授
・
岡
崎

定
司
先
生
が
務
め
、
歯
科
医

師
ら
46
人
が
参
加
し
た
。

　

岡
崎
氏
は
、
最
初
に
現
在

の
日
本
の
高
齢
者
医
療
の
実

状
を
説
明
。
日
本
の
歯
の
な

い
人
の
割
合
は
65
～
69
歳
で

７
％
、
ア
メ
リ
カ
の
26
％
と

比
べ
て
低
い
状
況
に
あ
る
こ

と
や
、
75
歳
以
上
で
50
％
以

上
の
人
が
総
義
歯
を
使
用
し

て
お
り
、
ま
た
何
ら
か
の
義

歯
を
使
用
し
て
い
る
人
が
90

％
以
上
い
る
こ
と
な
ど
を
指

摘
し
た
。

　

10
～
80
歳
代
ま
で
の
人

に
、
自
分
が
要
介
護
に
な
っ

た
際
に
望
む
歯
科
の
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

き
、
①
歯
科
訪
問
診
療
②
定

期
的
な
歯
科
訪
問
検
診
③
定

期
的
な
訪
問
口
腔
ケ
ア
④
通

院
で
の
歯
科
治
療
サ
ー
ビ
ス

―
―

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

岡
崎
氏
は
、
高
齢
者
や
要
介

護
の
方
の
ブ
リ
ッ
ジ
や
義
歯

に
つ
い
て
ふ
れ
、
こ
れ
か
ら

は
訪
問
歯
科
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
は
ま
す
ま
す
増
加
し

て
い
く
だ
ろ
う
と
話
し
た
。

ま
た
、
訪
問
診
療
で
で
き
る

こ
と
、
境
界
領
域
、
出
来
な

い
こ
と
を
整
理
し
、
高
齢
者

の
日
々
の
様
態
の
チ
ェ
ッ
ク

項
目
、
痴
呆
患
者
に
対
す
る

義
歯
装
着
可
否
の
目
安
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

義
歯
の
作
製
に
つ
い
て

は
、
印
象
で
は
フ
ラ
ビ
ー
ガ

ム
は
個
人
ト
レ
ー
を
用
い
て

積
極
的
に
加
圧
し
て
義
歯
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
、
咬
合
堤

の
標
準
的
な
寸
法
基
準
、上
下

咬
合
床
の
寸
法
基
準
、咬
合
高

径
に
関
わ
る
因
子
な
ど
の
ポ

イ
ン
ト
を
話
し
た
。同
氏
は
、

咬
合
高
径
が
正
し
け
れ
ば
水

平
的
下
顎
位
は
自
ず
と
決
ま

っ
て
く
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

咬
合
調
整
に
つ
い
て
は
、

義
歯
の
３
次
元
的
動
揺
に
留

意
す
る
こ
と
、
フ
ィ
ッ
ト
チ

ェ
ッ
カ
ー
の
利
点
・
欠
点
、

支
持
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
ふ

れ
た
。
ま
た
、
難
症
例
に
お

け
る
対
応
や
、
人
工
歯
の
選

択
、
粘
膜
面
の
調
整
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

同
氏
は
、
義
歯
を
再
製
す

る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
強
調
し
、
そ
の

時
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①
咬

合
高
径
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
す

る
②
咬
め
な
い
義
歯
と
同
じ

高
さ
に
は
せ
ず
、
少
し
低
め

に
す
る―

―

こ
と
を
あ
げ
た
。

に
算
定
を
凍
結
し
、
あ
り
方

を
論
議
し
、
早
け
れ
ば
来
年

４
月
１
日
か
ら
再
開
し
た
い

と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

点
数
を
）
75
歳
以
上
に
限
っ

た
こ
と
で
医
療
費
抑
制
と
の

議
論
が
起
こ
っ
た
。
年
齢
を

問
わ
ず
国
民
全
体
で
考
え
る

課
題
だ
」
と
述
べ
、
一
時
的

医
療
費
抑
制
の
た
め
の
手
段

を
選
ば
な
い
点
数
設
定
が
、

“
は
よ
死
ね
い
う
ん
か
”
と

の
国
民
の
怒
り
を
買
っ
た
。

　

舛
添
厚
労
相
は
、「（
新
設

目
で
、「
主
病
は
一
つ
」
と

い
う
医
学
的
根
拠
の
な
い
理

由
を
持
ち
出
し
、
慢
性
疾
患

の
管
理
を
１
医
療
機
関
に
限

定
し
た
。
こ
れ
は
実
質
的
な

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
制
限

で
、「
人
頭
登
録
制
」
に
つ

な
が
る
危
険
性
が
あ
る
。
１

医
療
機
関
で
病
気
を
管
理
す

る
考
え
方
は
、
歯
科
疾
患
管

理
料
に
も
共
通
す
る
。
若
年

者
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
年
齢

を
カ
バ
ー
す
る
だ
け
、
影
響

が
大
き
い
と
い
え
る
。

　

「
終
末
期
相
談
支
援
料
」

で
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
ら

に
終
末
期
の
医
療
費
抑
制
の

役
割
を
押
し
付
け
て
き
た
。

終
末
期
を
ど
こ
で
迎
え
、
ど

の
よ
う
な
医
療
行
為
を
望
む

か
は
本
人
と
家
族
の
意
思
で

決
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、

　

「
終
末
期
相
談
支
援
料
」

は
、
医
師
や
歯
科
医
師
が
医

学
的
知
見
に
も
と
づ
き
回
復

が
難
し
い
と
判
断
し
た
後
期

高
齢
者
に
、
患
者
の
同
意
を

得
て
、
医
師
や
歯
科
医
師
、

看
護
師
、
そ
の
他
関
係
職
種

が
共
同
し
て
患
者
や
家
族
ら

と
終
末
期
に
お
け
る
診
療
方

針
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
そ
の
内
容
を
文
書
や
映

像
に
ま
と
め
て
提
供
し
た
場

合
、
患
者
１
人
に
つ
き
１
回

の
み
２
０
０
点
を
算
定
す
る

も
の
。
難
病
患
者
団
体
か
ら

「
治
療
中
止
の
意
思
表
示
を

強
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
」
な
ど
、
各
方
面

か
ら
終
末
期
の
適
切
な
医
療

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い

う
批
判
が
強
ま
っ
て
い
た
。

　

厚
労
省
は
「
終
末
期
」
の

医
療
費
を
２
０
１
５
年
で
２

千
億
円
、
２
０
２
５
年
で
５

千
億
円
削
減
す
る
計
画
で
、

そ
の
た
め
に
新
設
さ
れ
た
代

表
的
な
診
療
報
酬
点
数
が
、

「
後
期
高
齢
者
診
療
料
」
と

「
後
期
高
齢
者
終
末
期
相
談

支
援
料
」
だ
。

　

「
後
期
高
齢
者
診
療
料
」

は
、
病
気
だ
け
で
な
く
心
と

体
の
全
体
を
診
る
な
ど
の
名

　

08
年
４
月
改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
後
期
高
齢
者
終
末
期

相
談
支
援
料
」
が
、
わ
ず
か
３
カ
月
後
の
７
月
１
日
か
ら

凍
結
さ
れ
る
。
６
月
25
日
、
舛
添
要
一
厚
生
労
働
大
臣
が

「
凍
結
」を
中
医
協
に
諮
問
、即
日
答
申
さ
れ
、点
数
表
に
残

っ
た
ま
ま
算
定
で
き
な
い
前
代
未
聞
の
事
態
に
な
っ
た
。

終末期相談支援料 異例の凍結
国民の怒りが厚労省を動かす

６
月
度
生
涯
研

「義歯の再製は恥ずか
しくない」と岡崎氏

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術

学
会
部
は
６
月
22
日
、
６
月

度
生
涯
研
修
講
座
「
在
宅
医

療
と
し
て
の
総
義
歯
臨
床―

（表）橋下「改革」で削減される主な事業と
   継続される主要プロジェクト　　　　

医　療
老人・障害者・乳幼児・ひとり親
家庭への医療費助成 削減

大阪がん予防健診センター運営費 削減
救急救命センター運営費 削減
歯科緊急診療体制確保事業 廃止

高齢者
高齢者在宅生活総合支援事業 削減
軽費老人ホーム事務費補助 削減
街かどデイハウス支援事業 削減

障害者
福祉作業所運営費 削減
グループホーム等機能強化事業 削減
重度障害者住宅改造助成事業 廃止
放課後児童クラブ等障害者受け入
れ支援事業 削減

子育て
子育て支援 廃止

大型開発（主要プロジェクト）
箕面森町（水と緑の健康都市） ４年後に判断

彩都（国際文化公園都市） アクセス道路を府が
整備

新名神高速道路 事業は不可欠

阪神高速道路大和川線 ６年後の供用開始に
向け実施

安威川ダム・槇尾川ダム ダム継続は妥当
阪南港阪南２区整備事業 インフラ整備を実施


